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日雇い派遣とは、「31日未満の派遣雇用契約」「1週間に20時間未満の労働」の、
いずれかに当てはまることを指します。
日雇い派遣が認められている業務もありますが、看護師の日雇い派遣は禁止となっ
ておりました。
しかし、2021年4月から看護師の日雇い派遣が条件付きで認められることになり、
ニーズが高まっております。

一般派遣とは、2～3ヶ月の間隔で契約期間が定められており、契約期間が終わる
前のタイミングで、契約更新か契約満了か決めます。
あなたと派遣先の双方で確認をし、両者が契約更新を希望すれば引き続き同じ職場
で働くことができます。
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２．日雇い派遣ルールと最新動向
②日雇い派遣の看護師として働ける条件

看護師として日雇い派遣で働ける条件の人は、下記4点のいずれかに当てはまる人
です。
1.６０歳以上の者
2.雇用保険の適用を受けない学生
3.副業として従事する者（生業収入が５００万円以上の者に限る。）
4.主たる生計者以外の者（世帯収入が５００万円以上の者に限る。）

◆副業として従事する者（生業収入が５００万円以上の者に限る。）
自身の本業で500万円以上の収入があることが前提で、看護師として日雇い派遣で働
く場合はOKです。
◆主たる生計者以外の者（世帯収入が５００万円以上の者に限る。）
夫もしくは妻の収入が合わせて500万円以上、両親の扶養に入っていて世帯年収が
500万円以上などの場合が想定されます。
その場合、ご自身が主たる生計者でなければOKです。
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２．日雇い派遣ルールと最新動向
③日雇い派遣の看護師として働ける職場は？

2021年4月からの改正で、働けるようになった職場は、介護施設、障害者施設、
へき地の医療機関です。
介護施設は、特別養護老人ホームや、有料老人ホームなど、一般的な介護施設が対
象です。

参照元：日本経済新聞
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３．派遣看護師の需要は高まる傾向

看護師は慢性的な人手不足のため、求人が豊富で、他職種よりも希望する職場へ

の採用が得られやすいと言われています。また、団塊の世代が75歳以上となる2025
年に向けて、看護師が医師の判断を待たずに一定の診療補助をおこなえる「特定行
為」の研修制度も開始されました。急速に進む高齢化や感染症の対応など、派遣看
護師のニーズは今後ますます高まっていくはずです。

看護師、准看護師、医療事務、受付、クラークは、特に需要の多い職種で、病院
や診療所をはじめ、高齢者施設や社会福祉施設、保育園、一般企業、献血センター
など、さまざまな場所で活躍が期待されています。
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４．最近の動向

医療施設への看護師派遣はへき地以外は原則禁止されているが、特例としてワク
チン接種会場への派遣は認めている。

さらに、新型コロナウイルス感染者を受け入れるため、自治体が設置する「臨時
の医療施設」にも看護師らの派遣に関し、2022年1月20日に、特例的に容認すると
決め、省令を改正。


